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大
相
撲
夏
巡
業
「
仙
南
場
所
」
が
八
月
十
八
日
、
白
石
市
文
化
体
育
活
動
セ
ン
タ
ー
「
キ

　
　
ュ
ー
ブ
」
で
約
三
、
一
〇
〇
人
の
観
客
を
集
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
白
石
で
は
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
二
十
年
代
に
か
け
て
市
内
中
心
部
の
公
園
な
ど
で
巡
業

　
　
が
行
わ
れ
て
お
り
、
四
十
数
年
ぶ
り
の
復
活
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
相
撲
部
屋

　
　
の
一
門
単
位
で
力
士
が
訪
れ
る
小
相
撲
（
こ
ず
も
う
）
と
呼
ば
れ
る
巡
業
で
し
た
の
で
、
横

　
綱
以
下
の
主
要
力
士
が
顔
を
そ
ろ
え
る
本
格
的
な
大
相
撲
巡
業
は
今
回
が
初
め
て
と
な
り
ま

　
し
た
。

　
　
大
相
撲
夏
巡
業
仙
南
場
所
は
（
財
）
日
本
相
撲
協
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
が
、
（
社
）
白
石

　
青
年
会
議
所
、
白
石
商
工
会
議
所
青
年
部
、
地
元
の
相
撲
フ
ァ
ン
で
組
織
す
る
「
大
砲
会
」

　
の
三
団
体
で
構
成
さ
れ
た
『
仙
南
場
所
実
行
委
員
会
（
委
員
長
”
風
間
康
静
白
石
青
年
会
議

　
所
理
事
長
）
』
が
、
”
相
撲
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ま
ち
お
こ
し
“
を
と
い
う
こ
と
で
誘
致
運
動
を

　
進
め
、
「
仙
南
場
所
」
の
白
石
開
催
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
　
今
月
号
で
は
、
白
石
と
相
撲
の
か
か
わ
り
や
、
相
撲
を
通
じ
た
ま
ち
お
こ
し
を
中
心
と
な

　
　
っ
て
進
め
て
き
た
白
石
青
年
会
議
所
の
活
動
状
況
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
仙
南
場
所
」

　
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　
　
白
石
と
相
撲
銘
▼
第
四
代
横
綱
谷
風
梶
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
五
〇
～
一
七
九
五
年
）
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，
．
タ

白
石
は
近
代
相
撲
の
発
祥
の
地
？

　
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
白
石
に
は
、
近
代
相
撲

に
ゆ
か
り
の
あ
る
初
代
の
立
行
司
と
横
綱
が
存

在
し
て
い
る
な
ど
、
相
撲
と
の
か
か
わ
り
は
以

外
に
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
．

▼
初
代
木
村
庄
之
助

　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
五
九
～
］
七
三
九
年
）

　
行
司
の
最
高
位
で
あ
る
立
行
司
木
村
庄
之
助

の
初
代
は
白
石
出
身
、
延
命
寺
に
眠
る
。

▼
初
代
谷
風
梶
之
助

　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
九
三
～
一
七
三
六
年
）

蔵
王
町
宮
で
、
片
倉
家
鉄
砲
組
足
軽
の
子
と

し
て
生
ま
れ
る
。
五
歳
の
こ
ろ
父
を
亡
く
し
自

石
で
養
育
さ
れ
る
。
九
年
問
不
敗
の
大
記
録
を

つ
く
っ
た
。
傑
山
寺
に
眠
る
。

　
宮
城
郡
霞
目
村
（
現
仙
台
市
若
林
区
）
に
生

ま
れ
る
。
白
石
城
主
片
倉
家
の
お
抱
え
力
士
と

し
て
、
白
石
城
相
撲
稽
古
場
に
て
力
士
修
行
を

積
む
。
白
石
ゆ
か
り
の
力
士
「
初
代
谷
風
梶
之

助
」
の
し
こ
名
を
襲
名
す
る
。
事
実
上
の
初
代

横
綱
で
あ
る
。

｝
、
障
拶
纈
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▼
第
十
八
代
横
綱
大
砲
萬
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
（
］
八
六
九
～
一
九
一
八
年
）

白
石
出
身
（
詳
細
は
五
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
）ぜ＼2
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「
相
撲
」
で

　
　
　
　
　
ま
ち
お
こ
し

～
白
石
青
年
会
議
所
の
活
動
～

　
白
石
か
ら
も
偉
大
な
力
士
が
誕
生
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を

育
て
る
↓
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば

と
願
い
、
第
十
八
代
横
綱
大
砲
を
主
人
公
に
し

た
漫
画
読
本
「
ち
ょ
っ
と
素
敵
な
ま
ち
の
物
語

（
第
五
編
）
ー
大
砲
萬
右
衛
門
物
語
」
を
発
刊

し
ま
し
た
。

　
五
月
三
日
と
八
月
十
一
日
に
、
市
内
で
初
の

「
紙
相
撲
白
石
場
所
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
紙

相
撲
は
縦
、
横
1
6
㎝
の
土
俵
の
下
に
細
長
い
板

を
両
脇
か
ら
差
し
込
み
、
対
戦
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
板
を
指
で
た
た
い
て
、
紙
製
の
力
士
を
戦
わ

せ
る
ゲ
ー
ム
。
参
加
者
は
、
用
意
さ
れ
た
紙
製

の
力
士
に
好
き
な
し
こ
名
を
付
け
、
小
さ
な
土

俵
の
前
で
向
か
い
合
っ
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。
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昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
小
学
生
を
対
象
に
し
た

「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
仙
南
場
所
」
。
今
年
は
五
月
三

十
一
日
に
五
十
名
が
参
加
し
て
蔵
王
町
立
宮
小

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秘と・軸皇な
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な
お
、
四
年
～
六
年
生
の
各
優
勝
者
三
名
が

七
月
二
十
六
日
、
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
た
全

国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
際
子
供
た
ち

は
、
二
子
山
部
屋
に
宿
泊
し
て
相
撲
部
屋
の
雰

囲
気
を
十
分
に
味
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
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遭
　
　

　
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
裏
舞
台

4
　
仙
南
場
所
罫
日
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

導
の
天
で
市
内
で
鍼
灸
院
を
開
業
す
る
川
井
貞

●

㎜
文
さ
ん
が
、
キ
ュ
ー
ブ
内
救
護
室
に
お
い
て
、

　

㎜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
鍼
灸
治
療
を
行
い
ま
し
た
。

●
σ
こ
の
よ
う
な
企
画
は
相
撲
協
会
で
も
初
の
試
み

ひ
で
予
想
以
上
に
反
響
が
あ
り
、
幕
内
力
士
を
は

ひ
じ
め
親
方
な
ど
約
二
十
名
が
治
療
を
受
け
、

与
「
こ
う
い
う
の
は
毎
回
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」

↓
と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
お
す
も
う
さ
ん

4
に
も
一
般
の
人
と
同
じ
鍼
で
十
分
治
療
が
で
き

冷
た
よ
う
で
需
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▽
仙
南
場
所
実
行
委
員
会

　
仙
南
場
所
が
白
石
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
白
石
」
と
「
相
撲
」
の
か

か
わ
り
を
深
め
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
縁
で
、

力
士
の
夏
稽
古
（
夏
合
宿
）
な
ど
が
継
続
的
に

白
石
で
行
わ
れ
、
将
来
は
力
士
が
浴
衣
姿
で
歩

け
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
れ
ば
、
白
石
の
活
性
化

に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
大
相
撲
を
見
て
、
子
供
た
ち

が
相
撲
に
興
味
を
示
し
、
子
供
た
ち
の
中
か
ら

、

＼

　
5
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・
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▲　順番待ちができた鍼灸治療

　
　
　
　
委
員
長
　
風
間
康
静
さ
ん

将
来
の
力
士
が
育
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
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（
大
相
撲
の
だ
い
こ
味
堪
能
し

　
力
士
や
親
方
ら
約
二
五
〇
人
が
顔
を
そ

ろ
え
た
仙
南
場
所
に
は
、
約
三
、
一
〇
〇

人
の
観
客
が
詰
め
掛
け
、
力
士
が
土
俵
上

で
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う
姿
に
歓
声
を
上

げ
ま
し
た
。

　
公
開
稽
古
で
幕
を
開
け
た
仙
南
場
所

は
、
県
南
地
区
の
小
学
生
が
力
士
に
挑
戦

す
る
「
ち
び
っ
こ
相
撲
」
、
そ
し
て
序
二

段
か
ら
幕
内
ま
で
五
十
番
の
取
組
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
取
組
の
合
問
に
は
相
撲
甚
旬
、

髪
結
い
実
演
、
横
綱
綱
締
め
実
演
な
ど
多

彩
な
出
し
物
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
特
に
力

士
同
士
が
殴
っ
た
り
、
け
っ
た
り
と
い
っ

た
禁
じ
手
を
面
白
お
か
し
く
見
せ
る
「
初

っ
切
り
」
は
、
普
段
の
取
組
で
は
見
ら
れ

な
い
面
白
さ
が
受
け
、
場
内
は
大
爆
笑
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
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【
番
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
▼
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蜜
㌧

櫓
太
鼓
打
分

幽調巌

幕
内
土
俵
入

　
嘱
趨
題
、
郡

痛
菰
噸

　
、
晒
　
～
ハ
　
　
一
畿
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横
綱
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俵
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」
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酢醸欄

一擁距誘
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騙書

ド
で
び
め

哩ア
凱

郷
土
力
士
登
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑

｝
「
一
沢
潔
櫃
横
綱
大
砲
萬
右
衛
門
（
劉

噺翻翻醐服璽匪馳pi醗，轟

酸
』

　
　
　

　
　
び
ヤ
　
こ

鷺
鴫

▲　太刀持ち、露払いを従えて堂々の土俵入りを披露した
横綱若乃花

D畠　　」』畠
▲　仙南場所一番の拍手、仙台市出身の五城楼関

結
び
の

番

慶
霧
善

激
瓢
、

　
畠
　
　
、
，
譲

　
噂
、

　
鼠
蓼

　
　
肱
、
、

　
感
、
『

鼻

貯
、
・

　
　
　
　
　
　
堺
決

　
　
　
・
ぐ
．
錨

　
　
　
、
　
　
砺
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明
治
（
以
降
明
治
省
略
）
2
年
1
1
月
、
刈

田
郡
三
沢
村
（
現
大
鷹
沢
三
沢
字
唐
竹
）
で

生
ま
れ
る
。
本
名
は
角
張
萬
次
。

（
萬
次
は
少
年
時
代
、
1
俵
6
0
㎏
の
米
俵

を
両
脇
に
抱
え
、
8
キ
．
離
れ
た
市
中
心
部

ま
で
運
ん
だ
と
い
う
逸
話
が
あ
り
ま
す
。
）

・
1
7
年
5
月
　
尾
車
部
屋
入
門

．
1
8
年
1
月
　
三
沢
滝
の
し
こ
名
で
（
前

相
撲
）
初
土
俵

．
1
9
年
5
月
序
二
段

・
2
1
年
5
月
　
し
こ
名
を
大
砲
と
改
め
る
。

以
下
、
次
の
と
お
り
昇
進
（
2
2
年
5
月
三

段
目
、
2
3
年
5
月
幕
下
、
2
5
年
1
月
十

両
、
2
5
年
5
月
新
入
幕
、
2
6
年
1
月
小

結
、
2
7
年
1
月
関
脇
、
3
2
年
5
月
大
関
）

・
3
4
年
4
月
横
綱
昇
進

第
1
8
代
横
綱
、
大
砲
萬
右
衛
門
誕
生

　
（
身
長
↓
九
七
㎝
、
体
重
一
三
四
㎏
）

．
晩
年
持
病
（
高
血
圧
、
リ
ウ
マ
チ
、
糖

尿
病
）
の
悪
化
に
よ
り
、
強
い
て
勝
負

に
い
か
ず
引
き
分
け
が
多
く
な
る

（
「
分
け
綱
」
の
異
名
を
と
る
）
。

．
4
1
年
1
月
全
休
後
、
3
8
歳
で
引
退
、
年

　
寄
待
乳
山
（
勝
負
検
査
役
）
と
な
る
。

．
大
正
7
年
5
月
　
糖
尿
病
に
よ
る
衰
弱

　
の
た
め
死
去
、
東
京
本
所
回
向
院
に
眠

　
る
。
享
年
4
8
歳
。
そ
の
後
、
大
鷹
沢
三

　
沢
赤
沢
墓
地
に
分
骨
し
、
郷
土
に
眠
る
。

＜
白
石
城
二
の
丸
跡
に
あ
る
谷
風
と
大
砲
の

　
横
綱
の
碑

　
　
’
、
鯉
　
　
嘉
　
鐸

　
　
i
．
．
魂
顯
が
へ
．
臨
、
　
　
、

罰
集
慧
－
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●
通
算
成
績
　
9
8
勝
2
9
敗
5
1
分
4
預
、

　
優
勝
2
回
、
最
高
位
は
東
横
綱

●
得
意
技
　
突
っ
張
り
、
叩
き
、
右
四
つ

　から

の
寄
り
切
り

※
大
砲
は
人
情
に
厚
く
、
明
治
気
質
の
気

配
り
あ
る
横
綱
で
、
長
谷
川
伸
の
名
作

「
一
本
刀
土
俵
入
」
の
主
人
公
の
モ
デ
ル

に
な
り
ま
し
た
一
り

　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
写

　
　
　
　
副
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第6回白石市生涯学習フェスティパル
■

●お問い合わせ先　生涯学習推進室（キューブ内）盆22－1290

　、一　略

●日時11月22日（日）

　　　開場13：30、開演14＝00

●場所キューブ・コンサートホール

●公演内容

○第1部オペラコンサート

・曲　目乾杯の歌＝G．ヴェルディ

「椿姫」より、許せないこととは＝J．

シュトラウス1「ウイーン気質」ほか

・出演者

テノール　佐藤　一昭（声楽家）

ソプラノ　中村　優子（声楽家）

　　一雛・卜

バス　　　佐々木隆行（声楽家）

　ピアノ　　吉村　昌美

　　　（キューブ・ピアニスト）

O第H部一1合唱
・曲　目　福島県いわき民謡「じゃ

んがら念佛踊り」、山城章二編合唱

「刈干切唄」、リスト「アベ・マリア」

「サルベ・レジナ」、バルトーク

「4つのスロバキア民謡」、コダーイ

「夕べの歌」ほか

・指　揮　降矢美彌子（宮城教育大学教授）

・出演者　コダーイ合唱団（福島市）

O第H部一2合唱
・曲目モーツァルト「レクイエム」

　　　　より数曲
・指揮降矢美彌子（宮城教育大学教授）

・出演者

　アルト

●入場料

白石キューブ合唱団、

コダーイ合唱団

布田　庸子（声楽家）ほか

大　人一1，000円、

高校生一500円、

中学生以下一無料

※チケットは10月1日からキューブ、

市役所、中央公民館で発売します。

白石城および遊歩道ネットワーク沿いに白石を詠む

＝城下町白石をうたう＝

　白石城および遊歩道ネットワーク沿いに、白石城、武

家屋敷などにちなんだ短歌、俳句、川柳を掲示します。

城下町白石のたたずまいの魅力を作品を通して再認識く

ださい。

●期　間　10月1日（木）～11月30日（月）

●場　所　自石城およぴ遊歩道ネットワーク沿い

〔

　　　　　　囲碁・将棋大会
竃｝∫

鴇q日（本）「
　曳㌧一、　　　　！
　‘篭』　　　　．一
　　軸一一

●開催日　11月28日（土）

●会場　キューブ・Aアリーナ

◇囲碁の部（10：00～16：00）

・多面指し指導対局

講師　日本棋院　矢代久美子二段

◇将棋の部（13＝00～16＝30）

・第一部講演
演題　　「将棋の効用（予定）」

講師　日本将棋連盟　飯野健二七段

・第二部　多面指し指導対局

醗東北放送・教育文化講演会

　マ㌃～．

　窯遭幽r無か

●開催日

●場所
●演題
●講師

』至仙台

塁甲 　1二一 　1至丸森モ」一y●1

　　　　　　海
白石ylT中憂蚤民韮←

　　　 一‘

　　≧拓澱≡E蟹

1　　　　　琴椹島

e
灌

r
い
⊇

エ
キ
バ
ル
ロ
し
ド
　
ペ
ド

［
□
口
蒼

《

〈フロフィール〉青森大学教授

ッセイスト

11月29日（日）13：30予定

キューブ・コンサートホール

「思い立ったら吉日（予定）」

見城美枝子さん

　　　　　　　・工
・ジャーナリスト・春日

部ふれあい文化センター館長

※この講演会は、東北放送テレビ・

ラジオで放送予定です。

※入場は無料ですが、入場整理券が

必要です。詳しくは生涯学習推進室

までお問い合わせください。

　ヤ塾臨、ン．

※参加は無料ですが、囲碁・将棋の

多面指し指導対局の参加は申し込み

が必要です。詳しくは生涯学習推進

室までお問い合わせください。

董「［

奨号ハイ’「￥

　！、，里七哩

至
福
塵

白石城と周辺町並みでの彫刻展

＝見慣れた空間からの発見＝

　120年ぶりに復元された白石城周

辺や、歴史的な風景を残す沢端川周

辺の景観の中に、彫刻を配置します。

彫刻では周りの空間も作品の一部で
す。

　白石城周辺を散策しながら、見慣

れた空間を再発見してみませんか？

●期　間　11月1日（日）～12月10日（木）

●場　所　白石城周辺および沢端川

　　　周辺

だ

嗣1讐
　　　馴

婆駄

心身に障害を持つ人たちが、種々

の困難を克服し、強く生きていくた

めには、適切な教育と関係者の方々

や地域の皆様の正しい理解と認識が

大切です。

●日時11月29日（日）10：00～15：00

●場所中央公民館（大ホール）

●内容
◇パネルディスカッション

・テーマ「社会参加と自立をめざして」

ノ軸　　㎝、，

煽　　鵡

曹

▲　見城　美枝子さん

◇とっておきの発表会

　「笑顔のメッセージ」

　私たちの笑顔を見てください。笑

顔が出会いの始まりです。わかり合

うってステキなことです。

◇パネル・作品展示、販売

花（シクラメンなど）がお買い得です。

◇体験コーナー

車いすや手話を体験しましょう。

小学生絵面展　＝展示作品を募集します＝

●展示期問11月21日（土）～29日（日）

　　　　の8：30～16：45

　ただし、24日（火）は除きます。

●展示会場

いきいきプラザ市民ギャラリー

●応募方法

・応募対象者は市内小学生

・作品は未発表のもので、サイズ、

書き方は自由。絵画の裏側に画題、

応募者の学校名、学年、氏名（フリ

ガナ）を明記してください。

・応募期問は10月1日～11月16日

・送り先　白石市鷹巣字鳥喰50（キュ

ーブ内）、白石市生涯学習フェスティ

バル実行委員会絵画展係　爾224290



〔
月
二
十
八
日
に
秋
田
県
角
館
町
で
、

藺
い
直
す
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
記
今

四
あ
っ
た
。

八
六
八
年
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟

歳
さ
れ
た
が
、
秋
田
藩
が
脱
落

ハ
羽
諸
藩
と
の
戦
い
に
な
り
、
角

ぞ
の
主
戦
場
と
な
っ
た
。
そ
の

干
年
を
記
念
し
て
の
フ
ォ
ー
ラ

あ
る
。

シ
バ
ー
は
佐
竹
藩
の
本
拠
地
の

吊
長
、
そ
し
て
角
館
を
支
援
し

蒔
県
大
村
市
長
、
平
戸
市
長
。

て
攻
撃
軍
の
盛
岡
市
長
、
新
庄

『
。
百
三
十
年
の
怨
念
を
未
だ
解

き
れ
ず
に
い
る
、
会
津
若
松
市

萩市

長
。
さ
ら
に
は
、
白
石
会

地
で
あ
る
白
石
市
長
と
い
う
こ

あ
っ
た
。

は
最
初
、
秋
田
藩
の
た
め
に
同

解

体
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
ん
な

ろ
に
お
め
お
め
行
く
必
要
が
あ
る
か

、
あ
る
人
か
ら
こ
ん
な
忠
告
を
受
け
・

麩畢私甥騨藍錨．廼離惹纏八

岬
と
言
っ
て
い

た
。

白
石
、
会
津
若
松
と
並
べ
蚤

　
長
州
と
会
津
若
松
と
の
因

　
　
　
ク

　
　
　
　
「

　
　
の
ト

　
　
長
ぎ

　
　
市
ら

　
　
顯

■戊辰戦争百三十年in角館■

「
い
ま
戊
辰
戦

心
シ
ン
ポ
ジ
ウ

年
）
の
大
凶
作
で
片
倉
家
は

た
と
こ
ろ
、
佐
竹
北
家
で
は
、

南
部
そ
の
他
の
藩
か
ら
の

要
請
は
全
部
断
っ
て
、
白

石
に
の
み
米
千
五
百
俵
を

送
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
恩

義
を
考
え
て
も
む
ざ
む
ざ

断
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る

ま
い
と
い
う
。
そ
れ
で
は

白
石
市
民
を
代
表
し
て
、

角
館
の
町
民
に
御
礼
を
言

い
に
行
こ
う
と
い
う
こ
と

で
出
席
を
承
知
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
角
館
の
高
橋

町
長
か
ら
、
二
十
七
日
晩

の
会
食
の
席
に
、
萩
の
野

村
市
長
と
会
津
若
松
の
山

内
市
長
の
間
に
入
っ
て
も

ら
い
た
い
。
そ
し
て
明
日

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
、
萩
、

る
の
で
宜
し
く
と
言
わ
れ
た
。

因
縁
に
つ
い
て
は
多
く
の
入

　
～
八
三
六
年
（
天
保
七

支
援
を
秋
田
角
館
に
求
め
・

の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
困
っ
て
い
た
ら
、
会
食
の
席

に
、
白
石
城
復
元
で
ご
指
導
頂
い
た
東
北
大
学
名
誉
教

授
の
渡
辺
信
夫
先
生
が
い
た
。
よ
い
助
け
船
と
思
っ
た

の
だ
が
、
先
生
も
さ
る
者
。
な
か
な
か
間
に
入
っ
て
く

れ
な
い
。

　
ま
あ
、
萩
市
長
は
で
き
る
だ
け
早
く
握
手
を
し
よ
う

と
い
う
気
配
が
濃
厚
な
の
で
あ
る
が
、
肝
心
の
会
津
若

松
市
長
が
簡
単
に
は
首
を
縦
に
は
振
ら
な
い
。
聞
け
ば

も
っ
と
も
の
こ
と
も
あ
る
。

　
明
治
元
年
九
月
二
士
百
、
会
津
若
松
城
は
開
城
す

る
が
、
そ
の
後
半
年
以
上
、
西
軍
は
戦
死
し
た
会
津
藩

士
の
死
体
の
取
り
片
付
け
を
許
可
し
な
か
っ
た
。
死
臭

が
町
中
に
あ
ふ
れ
、
許
可
を
受
け
た
と
き
寺
の
境
内
に

大
き
な
穴
を
掘
っ
て
そ
こ
に
遺
体
を
埋
め
た
が
、
死
体

は
腐
乱
状
態
で
あ
り
、
一
体
、
一
体
を
む
し
ろ
に
く
る

ん
で
号
泣
し
な
が
ら
葬
っ
た
と
い
う
。

　
さ
て
、
翌
日
の
「
首
長
が
語
る
戊
辰
戦
争
と
我
が
町

づ
く
り
」
で
あ
る
。
二
巡
目
の
最
初
に
私
が
指
名
さ
れ

た
の
で
、
世
良
修
蔵
の
墓
の
「
賊
の
為
に
殺
さ
る
」
の

「為

賊
」
の
二
文
字
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
拓
本
を
示
し

な
が
ら
、
白
石
市
民
か
ら
こ
れ
ほ
ど
の
恨
み
を
買
っ
た

世
良
修
蔵
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
に
は
世
良

氏
の
縁
者
が
来
白
し
、
因
鍵
目
は
既
に
消
え
て
い
る
と
話

し
た
。

　
そ
の
理
由
は
、
世
良
修
蔵
は
決
し
て
伝
え
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
暴
悪
の
人
で
は
な
く
、
和
歌
を
詠
み
横
笛
な

ど
を
た
し
な
ん
だ
士
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
我
が
藩

祖
の
片
倉
小
十
郎
も
常
に
戦
場
に
「
汐
風
」
と
名
付
け

る
銘
笛
を
携
え
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
文
化
の
共
通
の
理
解
が
白
石
で
追
悼
会

が
催
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
会
津

若
松
と
萩
も
市
民
サ
イ
ド
で
の
文
化
交
流
を
突
破
口
と

し
て
、
友
好
の
道
の
り
を
歩
ん
で
頂
き
た
い
と
話
を
し

た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た

よ
う
に
、
他
の
町
ま
で
出
か
け
て
会
津
若
松
の
市
長
と

萩
の
市
長
が
同
席
し
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
雨
の
被
害
が
心
配
で
、
自
分
の
出
番
が
終
わ
る
と
昼

飯
も
食
べ
な
い
で
会
場
を
飛
び
出
し
た
。
二
十
八
日
夕

刻
に
は
白
石
に
着
き
、
水
防
の
対
策
に
専
念
で
き
た
こ

と
は
、
世
良
修
蔵
が
因
塞
白
を
越
え
て
応
援
し
て
く
れ
て

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

花いりぱし喉し旧石を

花づくりや緑の育成を通じて、ふ

れあいと思いやりのある地域づくり、

人づくりを目指して、「花いっぱい運

動」が先日斎川地区で実施されまし

た。これは、「すばらしい白石を創る

協議会」が斎川地区の皆さんの協力

を得て、宿場町の面影が残っている

地区で行われたもので、「はなのまち

斎川」のステッカーを貼った日日草

のプランターが各家庭に配られまし

た。次回は田村神社付近の桜並木に

ミヤギノハギを植栽する予定です。

野球を通じて交流

白石市と、姉妹都市の神奈川県海

老名市との少年野球による交流が8

月21日から23日にかけて行われまし

た。これは、自石市少年野球協会と

海老名市少年野球連盟が毎年1回ず

つお互いに相手を訪れ、ホームステ

イをしながら交流試合を行っている

もので、今年で8年目になります。

　　　弘尭．．

・町塑課◎

交流試合は、22日白石川緑地公園

野球場で行われ、両市とも選抜され

た20人による2チームがそれぞれ試

合を行い、白石市の1勝2敗1引き
分けでした。

交流の新たな進展

　　糠
　　　　　　　噛ノ　　　　　♂

　市名を縁とした白石市と黒石市の

囲碁交流。来年2月の黒石市での棋

聖戦開催を記念して、9月6日、イ

ンターネットを活用した囲碁対抗戦

が自石市情報センター「アテネ」と

黒石公民館を結んで行われました。

両市から8級～5段までの囲碁愛好

者9名がそれぞれ出場し、パソコン

の画面上で火花を散らしました。対

戦結果は、白石市の4勝5敗でした。

なお、毎年行っている両市民による

親善囲碁交流大会は、10月24日に白

石市を会場に開催されます。

みなさん、はじめまして

　＼

．、　　　　　醐　　　　」
国際交流員として市役所総務課に

勤務するカロライン・ケネディさん

に先日、川井市長から辞令が交付さ

れました。カロラインさんはアイル

ランドから来日、上智大学で日本語

を学んでいました。7月末にオース

トラリアに帰国したリンリさんの後

任として、姉妹都市ハーストビル市

との国際交流事業をはじめ、翻訳、

英会話講座などを担当します。早く

白石での生活に慣れ、白石の国際交

流のために頑張ってください。

ずっと長生ぎしてネ！！

．o

　　7博ハ、

ギザ、・　　一『
一蓼ご・

♂ヌ

101歳になられた小原の佐藤まきさ

んに9月10日、敬老祝い金10万円が川

井市長から贈呈されました。これは、

平成3年に制定した「白石市松竹梅

福祉基金条例」（満100歳の方に100万

円、101歳以降毎年10万円を贈呈）に

基づき毎年行われているものです。

またこの日は、99歳になられた齋藤

さくよさんと後藤惣平さん（お二人

とも福岡長袋）に純金盃が白寿のお

祝いに贈呈されました。川井市長が

「来年も来るので、元気でいてくださ

い」と言いながら握手すると、どな

たも笑顔でこたえられていました。

ポィ捨てはしないで！

瞳蜀　　・・
蝿錘爲．　穫
　　　‘（∈一醇　芦唄一ば唱1一。釜
・”　』』．　齪 　　冠一
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　　垂．　　　　　　　　砦
　　蛭．影蛎　野　　　　　　こミ『慧『 ・ご駁1
　　＿　．＿，廿　　一一垂』　㍉「」

今年4月に施行した「ポィ捨て禁

止条例」がきっかけで、市内でたば

こを販売している方々で組織する白

石たばこ販売協同組合の婦人部が中

心となって、白石駅周辺を清掃して

います。この日も早朝の小雨の降る

中20名が、「たばこはきちんと灰皿

へ」と書かれたたすきをかけて、た

ばこの吸い殻などのごみを拾った

り、通勤客にポケット吸い殻入れを

配ったりしていました。

男女平等参画社会を目指して

霞温む

　9月！日、“家庭・職場・地域での

ステキな人生～ともに生きよう男と

女”をテーマに「21世紀のみやぎを

拓く女性会議」が、宮城県と白石市

の共催によりキューブで行われまし

た。女性弁護士第1号の渥美雅子さ

んによる「21世紀に軟着陸～女と男

の新しい地平線を求めて」と題して

の特別講演の後、川井市長ら5名の

パネリストによるパネルディスカッ

ションが行われ、男女平等参画社会

の実現へ向けて、パネラーからも会

場からも活発な意見が出されました。

ノーマライゼーションは地域から

箋
　
　
認
、
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、
轟
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冨
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、
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、
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．
講

轟
隔
耀
糊
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今年6月に市内郡山地区にオープ

ンした地域生活援助センター（愛

称：ポレポレ）で先日、第1回ポレ

ポレ祭りが行われました。社会福祉

法人白石陽光園が運営するこの施設

は、障害のある人もない人も、共に

暮らせる地域社会づくりを目指して

開設されたもので、障害を持って生

活している方と地域の方などとの交

流が行われております。この日も、

ざりがにつかみやビンゴ大会、缶積

み挑戦などで交流を深めていました。



市
民
文
芸
鴨
蟻
藁
簗
講
霧
印
韓
刀
篠

高
橋
辰
男
選

里
芋
の
葉
に
こ
ろ
こ
ろ
と
ま
ろ
ぶ
露
草
む
し
り
居
る

吾
が
肩
に
落
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
カ
シ
ワ

見
る
見
る
に
焼
色
増
し
て
ふ
く
ら
み
し
バ
ン
教
室
の

レ
ン
ジ
見
つ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

梅
雨
明
け
の
遅
き
こ
の
年
裏
や
ぶ
に
明
け
待
ち
き
れ

ず
ひ
ぐ
ら
し
鳴
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
八
嶋
正
子

降
り
つ
づ
く
雨
に
笹
の
葉
青
冴
ゆ
る
夏
越
し
の
輪
を

ば
夫
と
く
ぐ
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

城
の
四
季
濠
の
流
れ
に
改
め
て
生
ま
れ
育
ち
し
わ
が

街
を
恋
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
幡
　
里
子

梅
雨
明
け
を
待
た
ず
秋
分
迎
え
た
り
出
穂
三
分
の
稲

田
に
合
掌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

検
診
の
結
果
聞
か
ん
と
待
ち
乍
ら
心
静
め
ん
と
深
く

息
吸
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

大
陸
に
吾
の
歩
み
し
足
跡
の
ぼ
ろ
け
た
る
地
図
大
事

に
保
存
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
　
伝

つ
ゆ
晴
れ
の
白
石
蔵
王
駅
の
石
畳
み
ど
り
苔
む
し
亀

甲
型
映
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

う
っ
そ
う
と
繁
れ
る
木
々
の
薄
明
り
甘
き
香
り
は
山

百
合
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
久
美
子

國
一
首
目
。
里
芋
の
葉
か
ら
こ
ぼ
れ
る
露
を
浴
び

な
が
ら
の
作
業
に
は
、
健
や
か
な
詩
情
が
感
じ
ら
れ

る
。
二
首
目
。
パ
ン
作
り
教
室
で
の
一
コ
マ
。
焼
け

て
ゆ
く
パ
ン
の
状
態
が
活
写
さ
れ
新
鮮
な
感
動
が
伝

わ
る
。
三
首
目
。
梅
雨
明
け
を
待
つ
の
は
人
問
だ
け

で
は
な
い
。
ひ
ぐ
ら
し
に
寄
せ
る
優
し
さ
。

夏
山
に
溶
け
こ
ん
で
ゐ
る
古
き
宿

任
地
よ
り
螢
の
川
を
問
ふ
電
話

梅
雨
明
け
ぬ
う
ち
に
み
ち
の
く
秋
立
ち
ぬ

雨
晴
れ
て
小
蟻
又
し
も
餌
さ
が
し

バ
イ
ト
し
て
単
車
買
う
孫
夏
休
み

無
人
駅
行
き
も
帰
り
も
蝉
し
ぐ
れ

炎
天
に
飛
び
は
ね
し
子
ら
潮
光
る

蝉
時
雨
聴
け
ざ
る
裡
に
終
り
け
り

生
徒
俳
壇
（
小
原
中
三
年
生
）

セ
ミ
た
ち
よ
み
じ
か
い
間
あ
り
が
と
う

お
に
や
ん
ま
迷
い
な
や
み
て
と
ま
る
位
置

青
さ
さ
が
風
に
ゆ
ら
れ
て
す
ず
し
い
な
あ

し
ゃ
く
熱
の
日
々
に
聞
え
る
セ
ミ
の
声

遠
藤
秋
尾
選

山
家
弘
子

鈴
木
民
子

日
下
　
文

三
浦
愛
嶺

高
橋
正
雄

川
村
静
恵

小
野
嘉
津
子

高
子
た
ち
ば
な

大
浦
佑
太

半
沢
啓
太

半
沢
雄
志

柴
山
　
元

瀬
の
音
の
河
鹿
を
遠
く
寝
ま
り
け
り

父
と
子
の
何
の
気
兼
の
裸
か
な

佐
藤
周
子

岩
澤
伍
峯

囲
一
句
目
。
旅
の
一
夜
の
俳
句
か
。
二
句
目
。
父
と

子
の
会
話
も
聞
こ
え
る
。
三
句
目
。
見
事
な
風
景
画

を
見
る
よ
う
だ
。
生
徒
の
俳
句
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

少
年
の
自
立
無
口
一

近
江
孫
太
郎
選

一
な
っ
て
行
く
　
　
北
　
ち
づ
る

ま
だ
炎
え
る
種
火
あ
り
し
や
老
い
の
胸
　
　
一
條
　
芳
子

四
面
楚
歌
斜
め
に
ば
か
り
さ
さ
る
釘
　
片
岡
　
鶴
子

汗
光
る
太
い
指
に
は
嘘
が
な
い
　
　
　
林
　
　
光
夫

レ
ン
ト
ゲ
ン
見
飽
き
て
し
ま
っ
た
は
か
り
ご
と
一
條
は
る
志

五
十
路
来
て
花
へ
心
が
奪
わ
れ
る
　
　
小
野
嘉
津
子

人
生
は
追
っ
か
け
ご
っ
こ
の
走
馬
灯
　
佐
藤
　
武
雄

沈
む
愛
か
け
よ
か
長
い
縄
梯
子
　
　
　
菅
野
春
江

休
耕
田
増
え
て
案
山
子
を
朽
ち
ら
せ
る
　
大
原
　
庄
助

盆
過
ぎ
て
亡
夫
の
写
真
と
語
る
宵
　
　
近
江
　
キ
ヨ

團
一
句
目
。
青
年
期
の
心
理
学
的
発
達
過
程
の
現

象
を
確
か
な
川
柳
眼
で
と
ら
え
た
句
と
し
て
評
価
さ

れ
る
。
秀
句
。
二
句
目
。
意
味
深
の
情
念
句
と
み
た

が
、
暦
年
齢
と
精
神
年
齢
と
の
葛
藤
が
み
ら
れ
る
句
。

「
炎
え
る
種
火
」
は
死
ぬ
ま
で
尽
き
な
い
こ
と
を
知

れ
。
佳
旬
。
三
句
目
。
上
五
の
故
事
に
つ
い
て
は
読

者
も
承
知
し
て
い
る
の
で
省
く
が
、
周
囲
が
す
べ
て

敵
で
は
打
つ
釘
も
曲
が
り
が
ち
に
な
る
。
人
間
社
会

に
よ
く
み
ら
れ
る
心
理
現
象
を
比
喩
を
通
し
て
と
ら

え
た
句
と
し
て
評
価
で
き
る
。
佳
句
。
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蔵王ツーリスト

　　　佐藤　香さん（蔵王町）24歳
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》仕事について

　旅行業は、わたしが高校のときからの夢だった

職業なので、毎日楽しく仕事をしています。しか

し、分からないことが多く失敗することもありま

すが、いい仕事ができるように頑張っています。

》夢や目標

　歌うことが大好きで、友達とバンドを組んでいます。

ライブをするときは遊びに来てください。

》理想のタイプ

　包容力があって、いっぱい食べる人。

公園愛護会の活動（2〉

　当愛護会は植裁樹木の勇定と手入れ、ごみの収捨

などを行っています。特に遊具の保守点検と安全整

備の徹底を最重点とし、その場において児童幼児に

対し、遊具の安全な使用方法などについても指導し

ております。会員の中には、清掃奉仕日以外にも随

時雑草の繁茂状況に応じて、自主的に草刈りなど清

掃活動を実施している方もおります。

　地元住民の皆さん、公園を利用したときはごみを

その場に捨てないで各自が持ち帰り、常にきれいな

公園であるようにお願いします。

寧纏る手作警を甑で
．郵キ継膨翻鳴ミ梶

ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬

　公民館の陶芸教室（太田先生の元）で

1、2年基礎を教わった人たち10人

の集まりです。いまだ仮免も取れない

ような愛好家たちが集まって今年発避

しました。粘土遊びを楽しむように、

皿、茶わん、花瓶など気ままに作って

います。音人な5、さぞ‘‘形のそろわ

ざることいとおかし、焼き上がりて思

わざる色の出にけることまたおかし”

などとのたまうような自分だけの愛着

のある手作り作品を目指して、試行錯

誤している次第です。

　制作、素焼き、色付け、本焼きと先

生や公民館の人たちのこ指導をいただ

きながら創作を楽しんでおり豪す。

　なお・年1回の陶芸講座移動学習会

で近県にある窯元を見学して、いろん

な形や色の違いを見て歩くのも楽しみ

です。
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　ある日曜日、わたしがふとHurstv“leのショッピ

ングセンターへ買い物に出かけたときのことでし

た。1階から4階まで吹き抜けになっている広場が

あり、そこから子供たちの楽しそうな声が聞こえて

きたのです。そこへ行ってみると、子供たちのため

のショーが行われていて、音楽と一緒に子供たちも

身ぶり手ぶりでマネながら踊っていました。わたし

は思わず持っていたカメラでパチリ。楽しそうな雰

囲気が皆さんにも伝わるといいのですが。
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月
は
『
土
地
月
間
』
で
す

国
民
年
盒
か
ら

平
成
十
年
九
月
↓
日
か
ら
国
土
利
用
計
画
法
の
届
け
出
制
度
瀞
変
わ
り
ま
し
た
。

◆
事
前
届
け
出
か
ら

　
　
事
後
届
け
出
に
移
行
↓
②

◆
注
視
区
域
制
度
の
新
設
↓
④

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
。
　
』
ソ

匠題をする場合
・所有権・地上権・賃借権の

　移転、設定

・売買契約・売買予約計画・

　権利金をともなう賃貸契約

　交換契約等

※個々の面積は小さくても、

　合計すると一定面積になる

　場合は届け出が必要です。

⇒

①届け出の必要な土地

E劃の土地について
　都市計画区域5，000㎡以上

都市計画区域外10，000㎡以上

9
②
届
け
出
者
と
届
け
出
期
間

　
土
地
の
取
得
者
（
買
主
）
が
、
契
約

締
結
後
二
週
間
以
内
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
（
※
売
主
は
届
け
出
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
）

③
指
導
、
勧
告
等

　
従
来
の
取
引
価
格
に
つ
い
て
の
指

導
・
勧
告
は
な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

土
地
の
利
用
目
的
に
つ
い
て
、
土
地
利

用
に
関
す
る
計
画
等
に
適
合
し
な
い
場

合
に
は
、
変
更
の
勧
告
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

④
注
視
区
域

　
地
価
が
相
当
以
上
上
昇
し
て
い
る
地

域
で
、
知
事
が
指
定
し
ま
す
。
こ
の
区

域
内
で
は
従
来
通
り
事
前
届
け
出
（
契

約
の
六
週
閲
前
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

！
届
け
を
し
な
い
と
…

O
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

O
税
法
上
の
特
典
が
受
け
ら
れ
な
く
な

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
売
主
は
国
土
利
用
計
画
法
の
届
け
出

は
い
り
ま
せ
ん
が
、
都
市
計
画
区
域
で

↓
万
㎡
以
上
（
道
路
・
公
園
等
の
特
別

な
区
域
は
二
百
㎡
以
上
）
の
土
地
に
つ

い
て
は
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
事
前
に
届
け
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
毎
年
一
月
一
日
時
点
に
お
け
る
基
準

地
（
全
国
三
万
地
点
）
一
㎡
当
た
り
の

正
常
価
格
を
判
定
し
た
も
の
で
、
国
が

公
示
し
ま
す
。
周
辺
の
状
況
が
詳
細
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
取
引
の
目
安

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
．
．

　
毎
年
七
月
一
日
時
点
で
、
県
が
実
施

し
た
も
の
。
（
公
示
価
格
と
同
水
準
）

　
な
お
、
公
示
価
格
と
基
準
地
価
は
い
つ

で
も
市
の
担
当
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
白
石
市
総
務
部
振
興
課
企
画
係

　
盆
二
二
1
；
一
二
四

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
は

　
　
　
　
　
　
　
口
座
振
替
で

　
　
　
便
利
・
安
愈
・
確
実

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
確
実

に
納
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的

に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
る
「
口
座

振
替
制
度
」
を
利
用
す
る
と
大
変
便
利

で
す
。

　
納
付
に
際
し
て
の
手
数
が
省
け
ま
す

し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り

将
来
、
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
安
心

で
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り

ま
た
、
万
一
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
重

度
の
障
害
が
残
っ
た
り
、
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
な
ど
に
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。

免
除
を
受
け
て
い
た
期
間
の
保
険
料
は

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た

期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
額
を
計
算
す

る
と
き
、
保
険
料
を
納
め
て
い
た
期
間

と
比
べ
て
年
金
額
が
三
分
の
一
に
な
っ

て
し
ま
い
、
将
来
の
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た

と
き
に
は
、
将
来
の
年
金
額
を
よ
り
多

く
す
る
た
め
に
、
免
除
さ
れ
て
い
た
期

間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
る
の
は
、
過
去
十
年
以
内
で
す
。

追
納
額
は
、
当
時
の
額
に
一
定
率
で
加

算
さ
れ
た
額
に
な
り
ま
す
。

　
有
利
な
年
金
を
受
け
、
老
後
生
活
に

ゆ
と
り
が
持
て
る
よ
う
、
ぜ
ひ
追
納
し

ま
し
よ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
国
民
年
金
係

　
盆
二
二
－
一
三
二
一

パ
ソ
コ
ン
相
談
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

今
月
は
児
童
手
当
の

支
給
月
で
す

　
四
月
一
日
か
ら
次
の
場
所
で
、
画
面

に
出
て
く
る
保
健
福
祉
担
当
者
の
顔
を

見
な
が
ら
相
談
が
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

O
相
談
場
所

・
市
役
所
総
合
福
祉
窓
口
（
↓
階
下
水

　
道
課
内
）
に
一
台

．
情
報
セ
ン
タ
ー
「
ア
テ
ネ
」
二
階
メ

　
デ
ィ
ア
テ
ッ
ク
内
に
二
台

・
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
一
階
図
書
室
に

　
一
台

O
福
祉
事
務
所
ま
た
は
保
健
課
の
保
健

福
祉
担
当
者
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
福
祉
事
務
所
奪
一
二
1
↓
四
〇
〇
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今
月
は
、
平
成
十
年
六
月
分
か
ら
九

月
分
ま
で
の
四
カ
月
分
の
児
童
手
当
が

振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。
今
月
の
五
日

以
降
、
該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
市

民
課
総
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
宙
二
二
－
一
三
二
一

　
卜
、

騨
酪
繋
諾
叢
誰

　
　
　
　
　
民
健
康
保
険
税
の
納
付
書

が
送
ら
れ
て
く
る
の
は
ど
う
し
て
で
す

か
？

A
．
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、

国
民
健
康
保
険
を
抜
け
る
手
続
き
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
く
加
入

し
た
健
康
保
険
か
ら
連
絡
は
来
ま
せ
ん

の
で
、
自
分
で
届
け
出
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
（
M
日
以
内
に
世
帯
主

が
届
け
出
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
）
。
白
石
市
の
場
合
、
市
民
課
に

国
民
健
康
保
険
証
と
新
し
く
加
入
し
た

保
険
証
の
両
方
を
持
参
し
届
け
出
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
．
、

　
1
0
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
5
期
の

納
期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
こ
協
力
く

だ
さ
い
。

艀
．
騨

晦
・

に
p

碧

自
石
郵
便
局
か
ら

郵
便
局
で
は
、
架
空
名
義
や
借
名
に

よ
る
利
用
を
防
止
す
る
た
め
、
口
座
を

開
設
さ
れ
る
と
き
や
大
口
の
送
金
・
外

国
へ
の
送
金
な
ど
を
さ
れ
る
と
き
は
、

お
客
様
か
ら
お
名
前
、
ご
住
所
の
入
っ

た
証
明
書
類
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
、

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

☆
提
示
し
て
い
た
だ
く
書
類

　
（
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
）

　
運
転
免
許
証
、
各
種
健
康
保
険
証
、

各
種
年
金
手
帳
・
福
祉
手
帳
、
住
民
票

の
写
、
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
、
印
鑑

証
明
書
、
転
出
証
明
書
、
社
員
証
・
学

生
証
な
ど

ご
本
人
の
確
認
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
白
石
郵
便
局
貯
金
課

　
薗
二
五
ー
二
七
四
四

刎
く
市
役
所
で
の
市
政
懇
談
会
風
景
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　白石市は、市民総参画による市政　　て各地区を訪問し、市民の皆様の生

の発展を図るため、平成9年度に引　　の声を聞こうとするものです。

き続き本年度も、市民の方々との対　　　この市政懇談会のトークの中で市

話を特に重視した市政懇談会「市民　　民の皆様の貴重なご意見、ご提言等

と市長のふれあいトーク」を開催し　　を得て、これからの市政に反映させ

ています。　　　　　　　　　　　　ていこうとするものです。10月の市

　この市政懇談会は、皆様ご存じの　　政懇談会は下表のとおりですので、

ことと思いますが、事前の提言事項　　各地区の皆様の積極的な参加をお願

の集約をもとに、市長が先頭になっ　　いいたします。

　　　市政に参画しよう「市民と市長のふれあいトーク」開催日程

　　開催場所

田町会館

中央公民館

城北コミュニティ

センター

開催時間

午後7時

午後7時

午後ア時

　開催月日

10月2日（金）

10月6日（火）

10月8日（木）

　自　　治　　会　　名

田町

本郷第1、本郷第2、本郷第3

亘理町、短ヶ町、新町、
本郷第4、西益岡

地区

白石

　市政懇談会は要望を受け付ける場所ではありません。市民の皆様の生の

声を聞く、意見交換の場所です。　　その成果をこれからの市政に反映し

ていこうとするものですので、ご理解を願います。



市民の皆様へ
　　　　　　　10月のごみ収集日について（お知らせ）
◆環境美化・リサイクルの推進にご協力願います。
◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています。曜日の見方は第何回目となります。）

不燃ごみ

第4／火

第4／月

第4／木

第4／金

第4／水

区　　分

　資源・ビン類

　第2、第5／火

　第2、第5／月

　第2、第5／木

　第2、第5／金

　第2、第5／水

　　　ご　　み
資源・缶プラ

第1、第3／火

第1、第3／月

第1、第3／木

第1、第3／金

第1、第3／水

火・金

月・木

月・木

月・水・木

火・水・金

　　　　地区（地域名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、臼川、小下倉）

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

E地区（市街・東北本線西側）

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成10年10月の収集日は下記のようになります。

　　み　ご　燃不’資源・ビン類資源・缶プラ

10／2710／1310／6、　10／20

　　　　　　　　　可　燃　ご　み

10／2、　10／6、　10／9、　10／13、　10／16、

10／20、　10／23、　10／27、　10／30

地区名

越河、斎川、大平

10／2610／1210／5、10／19

10／2210／8、　10／2910／1、10／15

10／1、　10／5、　10／8、　10／12、　10／15、

10／19、　10／26、　10／29

大鷹沢、白川、小下倉

10／2310／9、　10／3010／2、　10／16

10／2810／1410／7、　10／21

10／1、10／5、10／7、10／8、10／12、10／14、10／15、

10／19、10／21、10／22、10／26、10／28、10／29

10／2、　10／6、　10／7、　10／9、　10／13、　10／14、

10／16、　10／20、　10／21、　10／23、　10／27、

10／28、10／30

福岡、小原

市街・東北本線東側

（臼石工業高校側）

市街・東北本線西側

　（白石市役所側〉

　　　（注意）鷹巣地区の資源及び不燃ごみは、月曜日となりました。

　　　　　　また、大鷹沢田中地区の資源及び不燃ごみは、金曜日となりました。

◆お願い
　1．ごみは収集日を守り、かならず収集日の朝8時30分までに出してください。

　2．生ごみは、十分に水分を切ってから出してください。

　3．ペットボトルは燃やさないで、資源ごみとして出してください。

　4．スプレー缶は中身を使い切ってから穴をあけ、資源ごみとして出してください。

◆ごみは指定の袋に入れて集積所へ
　1．ごみはあなたが住んでいる自治会管理の集積所へ出してください。

　2．他の自治会管理の集積所への持ち込みはしないでください。

　　◎仙南リサイクルセンターでは、一般家庭の「不燃性粗大ごみ」を平日と毎月第3土曜日（8130～11＝30）に受け付けしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●お問い合わせ先　市生活環境課　霞22－1314

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

　
　
～
異
物
の
除
去
法
～

自
石
消
防
署

　
食
事
中
に
物
を
詰
ま
ら
せ
た
1
子
供
が

あ
め
玉
を
詰
ま
ら
せ
た
1
こ
ん
な
と
き
に

あ
な
た
は
冷
静
に
対
処
で
き
ま
す
か
。

①
指
拭
法

・
傷
病
者
を
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
、
顔

を
横
に
向
け
る
。

・
指
に
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
巻
き
つ
け
異

　
物
を
か
き
出
す
。

②
背
部
叩
打
法
（
図
1
・
図
2
）

・
傷
病
者
を
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
、
自
分

　
の
方
に
体
を
向
け
側
臥
位
に
す
る
。

・
手
の
ひ
ら
で
肩
甲
骨
の
問
を
強
く
た
た

　
く
。

琢o　・N．
　　　〔コ

　　　　はいふ　つたほう
▼乳幼児の背部叩打法（図2

　
ら
抱
え
る
よ
う
に
回
す
。

・
片
手
で
握
り
こ
ぶ
し
を
つ
く
り
心
窩

部
に
当
て
、
そ
の
上
を
も
う
一
方
の

手
で
握
る
。

・
両
腕
で
素
早
く
上
内
方
に
向
か
っ
て

圧
迫
す
る
よ
う
に
押
し
上
げ
る
。

※
こ
の
方
法
は
、
小
児
に
対
し
て
は
用

い
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　　　　（図3

（図1③
八
イ
ム
リ
ッ
ク
法
（
図
3
）

・
傷
病
者
を
座
位
に
し
、
腕
を
後
ろ
か

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
息
が
で
き
な
い

状
態
の
と
き
は
、
素
早
く
救
急
車
を
呼

ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え

で
こ
の
よ
う
な
応
急
手
当
て
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
白
石
消
防
署
　
宙
二
五
ー
二
二
五
九

市
内
全
域
『
ポ
イ
捨
て
』
禁
止

生
活
環
境
課

　
「
白
石
市
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防
止

に
関
す
る
条
例
」
が
、
平
成
十
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
市
・
市
民
・
事
業
者

等
が
一
体
と
な
り
地
域
の
環
境
美
化
を

推
進
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務

を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
社
会
的
な
仕
組

み
と
し
て
、
散
乱
し
に
く
い
、
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
違
反
者
に
は
最
終
的
な

担
保
と
し
て
罰
則
規
定
を
適
用
す
る
内

容
の
も
の
で
す
。

　
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■

「突発性発疹

症について」

　
　
お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
し
ろ
い
し
9
月
号
の
健
康
一

ロ
メ
モ
に
お
い
て
、
公
立
刈
田
綜
合

病
院
外
科
科
長
の
八
巻
先
生
の
お
名

前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
八
巻
俊
彦
さ
ん
で
す
。
深
く
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

加
藤
小
児
科

　
院
長

加
藤
　
和
子

鞘桑言

　
核
家
族
化
が
進
ん
だ
現
代
で
す
が
、

初
め
て
子
供
を
持
っ
た
若
い
両
親
を
心

配
さ
せ
る
病
気
に
突
発
性
発
疹
症
が
あ

り
ま
す
。

　
主
と
し
て
一
歳
の
お
誕
生
日
前
の
赤

ち
ゃ
ん
が
か
か
り
、
3
9
～
4
0
度
と
い
う

高
熱
が
三
日
問
ほ
ど
持
続
し
た
の
ち
に
、

熱
が
下
が
る
と
同
時
に
全
身
に
風
疹
様

の
赤
い
ぽ
つ
ぽ
つ
（
発
疹
）
が
広
が
り
、

一
日
～
三
日
で
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

下
痢
ぎ
み
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ヒ
ト
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
6
が
原
因

で
あ
る
こ
と
が
一
九
八
八
年
に
明
ら
か

に
な
り
、
潜
伏
期
は
平
均
十
日
間
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
概
し
て
一
般
状
態
も
良
く
、
熱
の
割

に
は
機
嫌
も
そ
れ
ほ
ど
悪
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
、
親
が
高
熱
に
驚
か
ず
、

脱
水
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
水
分
補
給

を
心
が
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
か

と
い
っ
て
、
自
己
判
断
の
み
は
禁
物
で
、

他
の
細
菌
性
の
病
気
の
こ
と
も
あ
り
ま

す
し
、
熱
冷
ま
し
の
坐
薬
な
ど
も
必
要

と
な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
医
師
の
診
察

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
熱
性
け

い
れ
ん
を
起
こ
し
や
す
い
赤
ち
ゃ
ん
で

は
、
初
め
て
の
ひ
き
つ
け
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
に

は
、
そ
の
後
、
熱
が
出
そ
う
な
と
き
に

は
、
け
い
れ
ん
予
防
の
薬
を
使
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
親
に
と
っ
て
子
供
の
病
気
は
、
自
分

自
身
の
病
気
以
上
に
心
身
に
堪
（
こ
た
）

え
る
も
の
で
す
が
、
親
と
し
て
の
自
覚

と
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
親
へ
の
感

謝
の
心
が
新
た
に
芽
生
え
る
と
き
で
も

あ
り
ま
す
。

のしむ

z

々子いな

．虫歯を早く治しτ

　　メダソ〃をもらおう

　虫歯ができてしまったら治療しなけ

れば治りません。特に、子供の虫歯は

進行が早いので、早めに治療すること

が大切です。

　そこで、平成10年4月から「むし歯

のない子」の対象児に治療を終了した

お子さんも含まれることになりました。

ぜひ、虫歯があるお子さんも3歳6か

月健診までに、虫歯を治してメダルを

もらいましょう。

　今回の3歳6か月児健診で虫歯の無かったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね！

日下　　椋くん　　　（福岡長袋）　　　　横山　顕由くん　　　　（福岡長袋
岡本　　湧くん　　（東大畑）　　　　　我妻　菜々実ちゃん　　（福岡蔵本
柳谷　洗輔くん　　（緑が丘）　　　　　北口　いずみちゃん　　（郡山〉

柳谷　駿輔くん　　（緑が丘）　　　　　佐々木　明子ちゃん　　（西益岡町
遠藤　　巧くん　　　（鷹巣）　　　　　　大野　裕也くん　　　　（白川津田

志村　千里ちゃん　　（大鷹沢三沢1　　　佐藤　匠くん　　　　　（郡山）
向谷地　真くん　　　（大川町）　　　　　村井小桃ちゃん　　　　（福岡深谷
佐藤　夢実ちゃん　　（臼川内親｝　　　　千木良七海ちゃん　　　（沢端町）

梶川　拓也くん　　　（斎川）

　　　　　　　　　　浄
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スパッシュランドしろいし辮二器器

スパッシュランドしろいし水泳大会
10月の休館日　14日（水）、28日（水）

●日時10月25日（日）

　　　受付8100、開会式9100

※大会開催時はプール・トレーニン

グルームの利用はできませんので、

あらかじめご了承願います。

臨時休館日のお知らせ

保守点検・整備・プール清掃のた

め、次の日を休館日とします。

10月5日（月）、6日（火）、7日（水）

● いきいきプラザ 宙22－1635

「市民ギャラリー」展示のこ案内
休館日　毎週月曜日

★型絵染

10／8（木）～10／22（木）

　［働く婦人の家サークル］

★器を楽しむ（陶芸）

10／23（金）～10／30（金）

　［働く婦人の家サークル］

★フリーマーケット

10／24（第4土曜日）

宙26－3004
圃26－3505

「白石の民話をきこう会」があります1

～』生涯学習フェスティノでル参勿7事業～

わたしたちのふるさとに伝わるお

話しが聞けるよ。

　どうぞ、お楽しみに！

●日　時　10月29日（木曜日）

　　　10：30～11；30

●場　所　白石市図書館　閲覧室

●講　師　鈴木智恵子さん

わたしたちが主役です’1！

1難　 燕健轄し囎旛づ《⑳
シリーズ④高齢者、妊婦、脳性マヒの人などとともに

　まちの中でみなさんが高齢の人や

障害のある人を見かけたとき、お手

伝いできる例を紹介します。

1　電車やバスの中で

鍼

高齢の人や妊婦などは、立ったま

まの姿勢でいることがつらいもので

す。電車やバスなどで高齢の人や妊

婦などが立っているのを見かけた
ら、「おかけになりますか。」と一言

かけて席を譲りましょう。

2　高歯令者に話しかけるときは

高齢になると聴力が弱ってくるこ

とがあります。聴力が弱ってきてい

る人に話しかけるときは、大きく口

を開いて、ゆっくり、はっきりと話

しかけてください。

　　　　◎

3　脳性マヒの人の話を聞くときは

脳性マヒの人の話を聞くときは、

言葉一つ一つをかみしめるように聞

き分け、どうしても言葉が分からな

い場合は、何度も聞き返すことが大

切です。

詳しく知りたい方は、ガイドブッ

クを無料配布しております。福祉事

務所、社会福祉協議会（宙22－1400）

へどうぞ。

図　　　　　　≡…　　　　　、＝
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残
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一
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．
嚢
講
■

1．ウエディングブーケ＆花飾り　VOL1
2、ウエディングブーケ＆花飾り　VOL2
3．最高のブーケえらび　　　　　V　O　L3

4．幸せを束ねるブーケ　　　　　V　O　L4

　■新着図書案内30選口

　幽霊のような子　　トリイ・ヘイデン著

　求愛　　　　 藤田宜永著

　森瑠子・わが娘の断章　　　伊藤三男著

　葬送山脈　　　　　　　　梓林太郎著
　美貌の帳　　　　　　　篠田真由美著
　インド詩集夢幻の愛　　　　上村勝彦著
　大江戸謎とき帳　　　　　　永井義男著

　仙台・広瀬川殺人旅情　　　斎藤　栄著

　誰もがかかる科学物質過敏症

　　　　　　　　渡辺雄二著
10．　レーナ・マリア　是で書かれた物語

　　　　　　　　　小学館
11．　ものは言いよう、考えよう

　　　　　　　市田ひろみ著
12．　英国に学ぶフラワーアレンジメント

　　　　　　　同朋社出版編
13．　ノマスタ・ピッツァ＆サラダ

　　　　　　辻学園料理政策部編
14．　いざというときに役立つ冠婚葬祭折り紙

　　　　　　日本ヴォーグ社編
15．　50歳から楽しむドライブガイド

　　　　　近畿日本ツーリスト編
16．世界の国旗　　　　 学研
17．　レオナルド・ディカプリオ　　　集英社

18．　アイデアカード＆ギフトグッズ12か月

　　　　　　芸術教育研究所監修
19．　365日のムダなしおかずの知恵

　　　　　　主婦の友生活社編
20．　渡辺淳一の世界　　　　　　　集英社

21．　図鑑・日本の妖怪　　　　　さこやん著

22．　大時計のおばけたち　　　クンナス作

23，　やってみようたのしい伝承あそび

　　秋から冬の草花あそび　　学　研
24．　ようちえんへいくももこちゃん

　　　　　　トニー・ミナンぶん
25．　石のねずみストーン・マウス

　　　　　　ジェニー・ニモf乍
26．　21世紀の子供たちが地球を救う50の方法

27．　ねらわれた学芸会の魔女！1

　　　　　　　　藤真知子著
28．　ディズニー名作100話第3集　えほん
29．　学校では教えないカタカナ語6000

　　　　　　　　　講談社
30，　名探偵コナンコミッククイズ　小学館

　　◆図書館利用案内◆
開館時間　　火～土曜日9時～17時

　　　　日曜日　　10時～16時

10月の休館日

1日～10日曝書期間（本の整理等）、

12日、19日、26日、31日（月末休館日）

おはなし会19日（午後2時から）

　　脇醜此
詳　　　・

P

　　　グ

コ
＼

Φ．
似ナ加低

いんげん信田巻き

ひと手周か1ナ乙見た’ヨ右きれ61な

煮物です。生姜を添え乙簿殊仁！

〈
作
り

①
油
揚

　
ん
は

②
コ
ン

　
の
長

③
油
揚

　
の
せ

　
結
ぶ

④
調
味

　
ら
か

　
く
切

方
〉げ

は
油
抜
き
し
開
く
。
い
ん
げ

さ
っ
と
塩
茄
で
す
る
。

ニ
ャ
ク
、
ニ
ン
ジ
ン
も
油
揚
げ

さ
に
棒
状
に
切
る
。

げ
を
敷
き
、
そ
の
上
に
材
料
を

、
巻
い
て
か
ら
か
ん
ぴ
ょ
う
で

料
を
煮
立
て
、
0
を
入
れ
て
軟

く
な
る
ま
で
煮
る
。
食
べ
や
す

り
、
お
ろ
し
生
姜
を
添
え
る
。

　
　
枚
0
9
本
分
宜
滑
3
C
陀
山
山

　
　
弓
略
半
畔
憧
防
・
さ
さ
さ

分
…
…
…
諜
…
…
吹
吠
吠

人
∵
：
薗

4
　
．料

…
餓
艦
紹

材
げ
げ
ジ
即
ぴ
”
汁
し
さ
謝

　
　
揚
ん
ン
ン
ん
姜
し
f
』
－

　
　
油
い
ニ
コ
か
生
だ

　　　　　￥
　　　　　￥
　　　　　￥
　　　　　　＼

　　　　　　、
　　　　　　、
　　　　　　、
　　　　　　l
　　　　　　l
　　　　　　I　　　　　！く／＼　　　　l

　　　　　　F　　　　　　’ヘルスメイト自石　　，

高野　あいさん1

　　　（長袋）ノ
　　　　　！
　　　　　／
　　　　　／
　　　　／　　　　！　　　！

を滑けでま　◇よ全ま体のと指締Oに容ら問0転○全会
。りるきし上階うへすまよさをまドし器転にべ倒階をが涼
　　　　　　　　。たうま挟りアて

園團囮回
●　　　　　　　　　　　　　　　●

－

し
く
な
る
と
、
家
の
中
で
遊
ぶ
機

増
え
て
き
ま
す
。
家
の
中
で
の
安

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

段
・
：
階
段
の
上
で
つ
ま
ず
き

。
階
段
を
踏
み
外
し
転
倒
。

ラ
ン
ダ
・
：
ベ
ラ
ン
ダ
の
す
き

頭
を
挟
ん
だ
。
格
子
の
す
き
間
か

落
。
ビ
ー
ル
ビ
ン
ケ
ー
ス
、
ポ
リ

、
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
を
踏
み
台

て
ベ
ラ
ン
ダ
よ
り
転
落
。

ア
9
9
・
強
風
で
鉄
製
の
ド
ア
が

り
指
を
挟
ん
だ
。
玄
関
の
ド
ア
に

挟
ん
だ
。

ま
ざ
ま
な
危
険
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
な
事
故
は
、
骨
折
、
打
撲
、
重

た
は
死
亡
と
最
悪
な
状
態
に
な
り

。
こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
安

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
あ
げ
て
み
ま
し

段
の
場
合

り
下
り
は
親
は
必
ず
下
側
を
歩
き

ょ
う
。
転
ん
で
も
支
え
る
こ
と
が

ま
す
。
目
を
離
す
と
き
は
柵
を
つ

こ
と
。
階
段
に
荷
物
を
置
か
な
い
。

止
め
は
毛
足
の
短
い
カ
ー
ペ
ッ
ト

◇
ベ
ラ
ン
ダ
の
場
合

　
柵
に
上
れ
な
い
よ
う
足
が
か
り
の
な

い
縦
格
子
で
高
さ
の
あ
る
も
の
。
格
子

の
間
隔
は
子
供
の
頭
の
入
ら
な
い
聞

セ
ン
チ
以
内
、
格
子
の
高
さ
は
n
メ
ー

ト
ル
以
上
（
こ
れ
は
日
本
人
の
平
均
身

長
か
ら
割
り
出
し
た
重
心
の
位
置
）
。

踏
み
台
に
な
る
エ
ア
コ
ン
室
外
機
、
古

新
聞
、
雑
誌
な
ど
を
置
か
な
い
。

◇
ド
ア
の
場
合

　
開
け
放
し
に
す
る
と
き
は
、
急
に
閉

ま
ら
な
い
よ
う
に
ド
ア
ス
ト
ッ
パ
ー
や

砂
袋
を
置
く
。
万
が
一
事
故
に
あ
っ
た

ら
、
意
識
の
状
態
、
吐
き
気
、
け
い
れ

ん
が
な
い
か
観
察
す
る
。
元
気
そ
う
で

も
し
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る
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が
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。
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。
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で
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。

病
院
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が
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番
で
す
。
子
供

の
事
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は
親
の
責
任
で
す
。
気
を
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ま
し
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う
。
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お母さんのための
安全情報

功

品　目
食パン
食用油
み　　そ

うるち米

牛　乳
輸入牛肉

まぐろ
え　び
にんじん

ね　ぎ
国産牛肉

普通品（1斤入り）1袋
　規　　格

サラダ油（食用調合油）ポリ容器入り、1，500

11g袋叉艶プ刷高級品は除く）、だし胴

宮城県産ひとめぽれ100％1elgl51gは搏可1

14、紙パック入り
ロース、チルド、100

赤身、切身（II鯛1きはだ又はめぱち100

輪入品、無頭、長さ8－10cm、100

普通品1k
普通品1k
ロース、チルド、100

平均価格

　142
　464
　340
2965

　197
　298
　426
　980
　116
　231
　619

繍年同股

＋　8
　58

10

高値
158

498

395

3，980

208

398

498

980

150

298

880

安値
118

398

298

2，400

185

238

300

980

100

198

298

絃
雛
難
舞

一般家庭用、10㎡
　規　　格

184
18召

14、店頭価格、現金売り
14、レギュラーガソリン、現金売り

合成洗剤、高密度粉末12L（1．5kでも可）

液体、ポンプタイプ、700～780曜

VH鼠録画時問毘O分、スタンダード舛ブ、3巻組，換算可

長袖ワイシャツ1枚、綿あるいは綿混紡、店頭渡し

固形、プロセス、箱入り、200～225

Mサイズ、10個入り1パック

調査年月日1平成10年9月1日

　　　　高値　　　　　　　安値平聴格　　対前鯛既

　　　　　　　4，0004，033　　　　　4，100　　－1332
　639　　　　　720　　　　　　　558　　　255
　812　　　　　850　　　　　　　774　　　40
　74　　　　　　　　72　　　　　77　　　　4
　　　　　　　　89　93－　11　　　　　96
　324－198　　　　　　　228　　　　　398
　564　　　　　598　　　　　　　498
　647　　　　　696　　　　　　　598
　115－　58　　　　　150　　　　　　　　98
　288　　　　　348　　　　　　　228
　108　　　　　128　　　　　　　　98

／



白石市文化体育活動センター〔キューブ〕麗窪二握暑8
10月の休館日　7・14・21・28日

米罠美一の夕べ
第32回パスケットボール日本リーグ

　映画「もののけ姫」のテーマ曲を

歌い、一躍脚光を浴びたカウンター

テナー。

●日　時10月24、25日（土、日）

　　　　15：30開場、16：00開演

●チケット　5，000円（全席指定）

●司会・お話　三枝成彰

●出　演　米良美一（カウンターテ

ナー）、北原葉子（ピァノ）

2人の歌姫コンサート

　ソプラノと演歌、ジャンルの異な

る実力派歌手2人のコンサート。

●日時11月2日（月）

　　　　18：00開場、18130開演

●チケット　5，000円（全席指定）

●司会・お話　三枝成彰

●出　演　塩田美奈子（ソプラノ）、

神野美伽（演歌）、小原孝（ピアノ）

佐藤しのぶ・市原多朗の夕べ

　国民的オペラ歌手・佐藤しのぶと

ヨーロッパ、アメリカを中心に世界

の舞台で活躍しているテナー歌手・

市原多朗の夢の共演。

●日時12月5日（土）

　　　　15＝30開場、16：00開演

●チケット　5，000円（全席指定）

●司会・お話　三枝成彰

●出　演　佐藤しのぶ（ソプラノ）、

市原多朗（テナー）、森島英子（ピァ

ノ）

　今年もキューブでJBLの熱いバト

ルを繰り広げます。毎回グアム旅行

券などの豪華プレゼントが当たる抽

選会もあります。

●日　程

・10月18日（日）14＝00

　　東芝vs　N　K　K
・11月21日（土）15：00

　　いすず自動車　vs　N　K　K

　l月24日（日）14：00

　　ゼクセル　vs　三菱電機

●料　金（全席自由、チケット発売中）

類種

般

高校生

中学生

小学生以下

（）は当日価格

1，500円（1，800円）

3回通券3，500円

1，000円（1，200円）

800円（1，000円）

600円（800円）

募集・・…　　みなさんのこ参加を待っていまあ～す。

①キューブ合唱団団員募集

　ガラスのコンサートホールで一緒

にうたってみませんか1

●練習会場

　キューブ・コンサートホール他

●練習日時　毎週金曜日、

　　　　　19：00～21：00

●応募資格　高校生以上ならどなた

でも旬（オーディション等は一切あ

りません。）

●会　　費　一　般2，500円／月、

　　　　　高校生1，500円／月

●お申し込み・お問い含わせ

　キューブ・事務室まで

②パスケットボール教室生徒募集

　バスケットの基本からコーチし、

個々のレベルアップを目指します。

●練習会場　キューブ・アリーナ

●練習日時　毎週金曜日、

　　　　　19；00～21：00

●応募資格　中学生

●会　　費　1，000円／月（保険料等）

●お申し込み・お問い合わせ

　キューブ・事務室まで

　③新体操教室生徒募集

　あこがれの新体操！みんなで楽し

く練習しませんか？

●練習会場　キューブ・アリーナ他

●練習日時　毎週土曜日、14100～

●応募資格

　小学2年生～中学2年生

●入会金　1，000円（保険料等）

●会　費　Aコース4，000円／月、

　　　　Bコース5，000円／月

●お申し込み・お問い合わせ

　キューブ・事務室まで

片倉家中武家屋敷「1日小関家」 宙24－2162

武家屋敷催事『お月見と古文書展』

　教育委員会および白石市文化体育

振興財団では、下記によりお月見と

古文書展を開催いたします。皆様の

ご来場をお待ちしております。

●開催期間

　10月3日（土）～10月11日（日）

●開催場所

　片倉家中武家屋敷「旧小関家」

●内容
　月見の展示［10月5日（月）］

・藩政時代の検断屋敷木村家の文書

　の展示

●入場料　武家屋敷観覧料でご覧い

　ただけます。

●お問い合わせ先

　自石市教育委員会社会教育課

　文化財係宙22－1343

丁甘学P聯

　　　　　　　　　騒“浮

　　　　彫 纏箋臼　　∫一」
　＿．繋｝轡鍵

白石市働く婦人の家・女性政策室 　宙25－6593
圃。宙25－5095 10月の休館日　5・10・11・19・25日

女牲政策量 ／

女と男で築くいきいきライフ198～参加者募集～

●日　時10月4日（日）

　　　　10：00～12：00

●場　所　いきいきプラザ

　　　　（旧市民会館）

●内容
①コーラス

②表彰式

③講演会

　「一度会ったら一生のおつきあいです」

　増岡　弘氏（俳優・声優）

　当日は、5月～6月に募集をいた

しました男女共同参画社会づくりに

関する意見文．標語．イラストの入

選者が発表されます。すべての男女

が平等なパートナーとして、それぞ

れの個性と能力を発揮できる社会を

目指した作品を紹介いたしますの

で、ぜひご参加ください。

※託児も行いますので、お子さん、

　お孫さん連れでご参加ください。

◆昨年度の男女共周参画社会づく0

　　に闘する標暫の入選作◆

◇標語の部

・入　選

「均等法なかなか慣れぬ
　　　　　　　　い　え　　　　　　　　家庭のなか」

・入　選

「わたしとあなたはパートナー、

　　互いに認めて明日に生きる」

働く婦スの家

特別講座「かんたんペットボトル増殖法」 騨
ダ

ト
置
■

．図9

「英会話講座」募集

　～ランの初級者藁まれ1～
●日　時10月24日（土）

　　　　10：00～12：00

●内　容　セッコクをバイオで栽培

　　　　　　　　（お話と実習）

①セッコクとの出会いから栽培まで

②セッコクや種々のランを寒天や水

　ゴケに移植する。

●講　師　尾形政幸先生

　　　　（柴田農林高校教諭）

膨●場所働く婦人の家

●参加費無料
●募集人員　50名

●お申し込み　10月1日（木）から受

け付けしますので、電話または直接

ご来館のうえ、お申し込みください。

定員になり次第締め切ります。

ミニ展示会のお知らせ

☆型絵染

　10／8（木）～10／22（木）【いきいきプラザ】

　10／23（金）～10／30（金）【アツギ】

☆お知らせ・ポスターなど

　10／8（木）～11／22（木）【セラビ】

☆器を楽しむ（陶芸）

　10／8（木）～10／22（木）【アツギ】

　10／23（金）～10／30（金）【いきいきプラザ】

●日　時

●第1回目

●場所
●内容
●講師

●参加費

●募集人員

●お申し込み

　10月7日（水）から受け付けします

ので、電話または直接ご来館のうえ、

お申し込みください。定員になり次

第締め切ります。

※託児も行いますので、お子さん、

　お孫さん連れでご参加ください。

10月～3月まで
毎週金曜日10：00～12：00

　10月23日（金）10：00～

働く婦人の家

初級者向け英会話

白石市国際交流員

カロライン・ケネディ先生

月1，000円（資料代等）

　20名

冒 古典芸能伝承の館　碧水園薗．圏器794g 10月の休館日　5・12・19・26日

碧水園茶会 神無月の茶会（市民茶会）

　初めての方もどうぞ1簡単にお茶

の飲み方の指導もいたします。

●日　時10月4日（日）

　　　　10；00～15＝00

●お茶券　400円

Oo

　秋の庭園を眺めながらお茶を楽し

んでみましょう。

●日　時10月18日（日）

　　　　10：00～15：00

●お茶券　薄茶一席　500円

深まりゆく秋をお茶を楽しみながら

　碧水園で過ごしてみませんか

6
、



輝いています。今のあなた
★ ㊤一』

5］

4

平成11年度
白石市第一幼稚園・第二幼稚園児募集！

あなたも英会話講座に

参加してみませんか

●募集人員

・第一幼稚園　95名

・第二幼稚園　58名

※3歳児は第一幼稚園38名、第二幼

稚園20名を定員としますが、全体の

入園希望者が募集人員を超える場合

は、定員にかかわらず、4・5歳児

を優先しますので抽選となる場合も

あります。

●募集対象児

・満5歳児（平成5年4月2日～

　6年4月1日までに出生した者）

・満4歳児（平成6年4月2日～

　7年4月1日までに出生した者）

・満3歳児（平成7年4月2日～

　8年4月1日までに出生した者）

●入園資格

　白石市在住者であること。

●保育料　月額5，000円

●募集期間

　11月5日（木）～11月12日（木）

●入園願書の交付　10月27日（火）以

降、各幼稚園にて配付いたします。

●入園願書の受付　11丹5日から各

幼稚園で受け付けをします。

●受付場所

　希望する幼稚園の事務室

●受付時間

・9＝00～16：00（月～金）

・9：00～11：00（土）

●その他

・入園許可後、入園資格に違反して

いたことが明らかになった場合に

は入園取り消しになります。

・小学校の学区とは関係ありません。

・幼稚園就園の振興を図るため、市

民税の課税状況により保育料を減

免する制度があります。

●お問い合わせ先

・第一幼稚園　宙26－2347

・第二幼稚園　宙25－6326

平成11年度　私立幼稚園
（ひかり幼稚園）園児募集1

初めての方を対象に開設いたしま

す。

●期間
　10月から講座開始（計20回）

　毎週火曜日、19：00～20：30

●場所臼石市中央公民館
●受講料　月1，000円（資料代等）

●講　師　国際交流員

　　　　カロライン・ケネディさん

●対象中学生以上20名
●お問い合わせ・お申し込み先

　10月5日～9日まで中央公民館へ

　宙26－2453、　24－5377

（お申し込みは8：30～17：00の問にお

願いします。ただし、土・日曜日は

除きます。）

※定員になり次第締め切ります。

第34回白石市断郊競走

大会参加者募集

●募集年齢

　3歳児（平成7年4月2日～

　　　　8年4月1日生まれ）

　4歳児（平成6年4月2日～

　　　　7年4月1日生まれ）

　5歳児（平成5年4月2日～

　　　　6年4月1日生まれ）

●入園願書の配布

　10月1日（木）以降に幼稚園にて配

布いたします。

●入園願書の受付

11月2日（月）午前9時より、幼稚

園で受け付けます。

●お問い合わせ先

　ひかり幼稚園（宮城県私立幼稚園

連合会白石ブロック）　面26－3390

第3回白石市民尺八基礎講座
●日時11月10日～20日、

　毎週火・金曜日19：00～21：00

●場　所　白石市中央公民館

●受講料　無料

●対象者　初心者で年齢・性別は問

いません。※尺八は一尺八寸管（54

cm）を使用。（尺八がない方には講座

の期間中お貸しします）

●主　催　琴古流尺八宮城竹友会

●講　師　琴古流尺八　三塚竹幽

●お問い合わせ・お申し込み先

　10月7～31日の18：00～21：00

　日下露25－2835

※定員10名で締め切ります。

●日時11月15日（日）9：00～

　（雨天時11月22日（日）に延期）

●場所
　白石川緑地陸上競技場周辺

●種目
O約1，500M（小学3．4年男女）

○約2，000M（小学5．6年女・一般男50

　歳以上・同女30歳以上）

○約2，500M（小学5．6年男・中学女・

　高校女・一般男40歳代・同女30歳

　未満）

○約3，700M（中学男・一般男30歳代）

O約6，800M（高校男・一般男30歳未

　満）

●参加料　無料

●主　催　白石市陸上競技協会

●お問い合わせ・お申し込み先

〒989－0208　自石市字大畑1－55

　太田　宙。圃25－8833

※締め切り　10月26日（月）期限厳守

「白石子守歌」の作曲を全国から募集します
白石市外二町組合

（宮城県不忘園）職員募集

●募集内容

　白石市をテーマに作家・林真理子

さんが作詞した「白石子守歌」の作

曲を募集します。大賞曲は、三枝成

彰さんが音楽監督を務める「キュー

ブ2周年記念コンサート（平成11年

6月27日予定）」で、自石キューブ

合唱団により初演されます。

伽
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　　　▲「白石子守歌」を作詞した
　　　　林真理子さん

●応募規定

　「白石子守歌」の歌詞に曲をつけ

てください。（歌詞は3番まである

が、作曲は1番のみでよい。）

①ピアノヴォーカル譜または歌詞の

入ったメロディー譜②音資料（カセ

・ソトテープまたはDAT、MD、C

D）③作曲意図（400字程度）④履歴書

（写真貼付）以上4点を送付。

第

22

回

●応募資格　どなたでも応募可

●賞　大賞1点＝賞金100万円
　審査員特別賞＝記念品（温麺ほか）

●締め切り　平成11年1月25日必着

●発表2月中旬、応募者に通知

●主催自石市文化体育振興財団
●審査員　三枝成彰氏、林真理子氏、

　佐藤しのぶ氏ほか

●その他　①2、3番の歌詞希望者は

応募先に請求してください。②入賞

作品の著作権は主催者に帰属します。

●応募先・お問い合わせ先

　〒989－0222　白石市鷹巣字、鴇喰50

　キューブ内「白石子守歌作曲係」

　薗22－1290

●職種（勤務場所）・採用予定人員

　調理員（宮城県不忘園）若干名

●応募資格〔調理員〕

　昭和48年4月2日から昭和56年4

月1日までに生まれた者で、高校卒

業以上の者、または卒業見込みの者

●採用時期　平成11年4月1日

●試験日時・種目

①第一次試験

・試験日　11月1日（日）

　　　　10：00～12；OO

・試験科目　作文試験

②第二次試験

・試験日　11月下旬

・試験科目　人物試験、身体検査、

　　　　　身上調査

●応募手続き

・受験申し込み　受験申込用紙は、

宮城県不忘園庶務課に用意された用

紙を使用し、必要事項を記入して同

課に提出してください。

・申込受付期問　10月1日（木）～10

月20日（火）までの8：30～17：00（土、

日曜日および祝日を除く）※郵送の

場合は10月20日の消印まで有効

●お問い合わせ先

　宮城県不忘園庶務課　面25－3518

（景）難愚1）（1言雛（恩1）

　次代を担う市内の子供たちが一堂

に集まり、レクリェーション、ゲー

ム、コーナー遊びなどを通し、子供

たちの豊かな人間形成と友達との交

流を深める目的で開催します。家族

そろって、みんなで楽しい一日を過

ごしましょう。

☆日　時10月24日（土）

　　　　9；00～12＝OO

☆会場
・市営球場（9：00～9：20）

　ジュニアリーダーのお兄さん、お

姉さんと遊びましょう。

・益岡公園西側芝生広場

　（9：20～12100）

　好きなコーナーで遊びましょう。

☆参加費無料
★雨のときは、白石市中央公民館で

行います。7：30に花火でお知らせし

ます。（花火がなったら益岡公園、

ならなかったら中央公民館で行いま

す。）

●お問い合わせ先

・第1児童館　薗25－7070

・第2児童館　露25－3875

・中央公民館　宙26－2453

☆コーナー紹介

　　　手品　おし花コーナー
　　体育あそびとショータイム　』
　ペソトボトルロケットをとばそう

　ダンボールであそぽう
　（キャタビラ、すべりだい、基地作り）

　バスケソトボールコーナー
　おでんと麦茶コーナー
　ちびっこ子育ておしゃべりコーナー

の　　木のキーホルタープレゼント

　　　　　　　　A　　　　　　　　　橘　　　　　　　　ド　　　　　し
C’£1』ρ　黛、り　・⊃
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10月4日

内科　三浦内科ク11ニック露25－6854

外科刈田病院肉25－2145
歯科　広瀬歯科医院宙26・1871

10月10日
内科　広　瀬　医　院肉25－0238

外科宮城医院宙25－2062
歯科　千木良クリニック宙26・1131

10月11日

内科海上医院薗25－1501
外科　　刈　田　病　院薗25－2145

歯科　清原歯科医院盆25－1030

10月18日
内科　　水野内科クリニック薗25－2736

外科　刈　田　病　院露25－2145

歯科　小野歯科医院宙25－8007

10月25日

内科　梅津内科医院宙24－3571

外科　加　藤　医　院盆26－2653

歯科　　自石中央歯科医院宙24－5554

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故暑／1糠会早

事故発生件数
死亡者数
負傷者数

物損件数

54件（507件）
0人（　1人）
9人（104人）

44件（408件）

■人口41，633人（前月比）一4人
　　　　　　　　　　　　　　鼎2α444　婦21，189

■世帯数

　　　　　※住民基本台帳から
書12，856
　　　　　　8月31日現在

　　　　時間ホームヘルプサービス
　　　　（身体介護）始めます

　白石市では、寝たきりや痴呆など

の介護が必要な方と、そのご家族の

介護支援を目的に、10月よりホーム

ヘルプサービスを、365日、早朝・

夜間を含めた時間帯に拡充し、必要

な介護サービスを1日に複数回提供

できるようになります。

●お問い合わせ先

　市福祉事務所長寿福祉係

　宙22－1400

第29回市民文化祭のお知らせ

●日時
・開会式　10月31日（土）10100～

・展示の部　10月31日（土）開会式終

　了後～11月2日（月）12100

・芸能および伝統芸能の部

　11月3日（火）9：00～

●場所白石市中央公民館
●内　容　絵画、書道、陶芸、華道、

短歌、川柳、俳句などの作品展示、

日本舞踊、コーラス、カラオケなど

●主　催　自石市文化協会

●その他一般の方々からも作品を

募集します。力作を出展してみては

いかがですか。（出展料1点700円）

●お問い合わせ先

　白石市中央公民館内

　文化協会事務局　宙26－2453

秋季川干しのお知らせ

　用水路の維持補修のための川干し

を行いますので、火の元に十分ご注

意ください。また、各ご家庭の周囲

の側溝や占用箇所の土砂上げなどに

ついて、ご協力お願い申し上げます。

●実施区域

　白石土地改良区管轄用水路全域

’98秋の自然観察会

●実施期間

　10月17日（土）5：00から

　10月19日（月）17：00まで

　（3日間夜間を含む）

●お問い合わせ先

　土木部建設課　富22－1326

蔵王高校見学会

●日　時　10月18日（日）野営場駐

車場に9：30集合、14：00解散予定

●場所国立南蔵王青少年野営場

　　　　周辺（雨天決行）

●参加費　300円（中学生まで200円）

●服装山の中で動きやすく、足

元しっかり、寒くない服装で

●主催
　宮城県自然観察指導員連絡会

●お申し込み・お問い合わせ先

　ハガキかFAXで受け付けしま
す。（住所、氏名、性別、年齢、電

話番号等を記入し、10月14日まで）

　〒989－1217　大河原町字錦町3－32

　鈴木　翁・圃0224－52－5605

　本校新校舎の11月完成に先立ち、

校舎の見学会を開催いたします。

これは、高校入試を控えた中学3年

生の生徒の皆さんとその保護者の

方々などに、蔵王高校が一体どんな

高校になるのかを直接見聞きしてい

ただくために計画したものです。ぜ

ひご参加ください。

●日　時　10月24日（土）

　　　　9：30～11：30

●場　所　宮城県蔵王高等学校

●内　容　新校舎見学および平成11

年度からの「単位制」などの説明

●お問い合わせ先

　蔵王高校教頭　太田　宙33－2005

　　　ンターネット教室（初心者コース）
　　　（無料）の定期開催

●開催日（10月分）

O平日コース

　10月14日（水）14：00～16：00

0土曜コース

　10月17日（土）10：00～15：00

※11月以降については、毎月第三水

　曜日と第三土曜日に開催

●開催場所　N　T　T仙南支店

　　　（柴田郡大河原町字町43）

●教室内容

O平日コース（ホームページ閲覧方

法、電子メールの送受信方法等）

O土曜コース（平日コースの内容に、

ホームページ作成、ターミナルア

ダプタの設定方法等を追加）

●お申し込み方法等

・各コース10名の予約制

（定員になり次第締め切ります）

・参加資格は18歳以上の一般男女

・参加申し込みは、電話でNTT

仙南支店へ。10月5日（月）から随時

（平日9100～17：00）受け付けます。

　宙0120－540116

●お問い合わせ先

　N　T　T仙南支店営業推進担当

　須藤　宙0224－53－4444

中小企業設備近代化資金鮒制度

　設備（建物を除く）を新増設・更

新する中小企業の方々に無利子で貸

し付けます。工業・商業の各業種に

応じて対象設備が指定されています

ので、ご利用ください。

●貸付金額　設備金額の1／2以内

で50万円以上4，000万円以下。

●償還期間　5年

●償還方法

　1年据え置き、4回の年賦償還

●お問い合わせ先

　宮城県大河原地方県事務所

　商工労政係　宙0224－53－3112

　　　　業主および学生の皆さんへ
　　　　～インターンシップをこ存じですか～

労働省では、大学生などが在学中

に就業体験を行う、いわゆるインタ

ーンシップを推進することになりま

した。

　学生が将来就職先として考えてい

る業種で数日問職場体験をしていた

だき、職業意識の形成に役立ててい

ただこうというものです。

　詳しくは、下記へお問い合わせ願

います。

・仙台学生職業センター

　宙022－268－9101　または

・ハローワーク白石

　宙25－3107

10月はr高年齢者雇用促進月間」です

　本格的な高齢化社会を迎え、今後

とも活力ある社会を維持していくう

えで、65歳まで現役として働くこと

ができる社会を構築していくことが

不可欠です。そのためには、

（1）65歳までの継続雇用の促進

（2）高年齢者の多様な形態による雇用

　就業の促進

（3）高齢期の雇用就業に対する支援

以上を重点に雇用環境の整備に取り

組むことが必要です。

　高年齢者の知識や経験などの有効

活用と就業の場の確保について、事

業主の方々を初め、地域の皆様の一

層のご理解とご協力をお願いします。

●お問い合わせ先

　ハローワーク白石

　宙25・3107

　　　上から

　　　おLしあげます
　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄附をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

　阿子島昭蔵氏、半澤富士夫氏、

メガネの相沢代表取締役社長　相沢

博彦氏、かめっこくらぶ代表　氏家

あけみ氏

こ麗至か？
　行政書士は、官公署（国・県・市

町村・警察署等）に提出する書類の

作成および提出手続きをします。例

えば戸籍の届け出、会社等設立手続

き、契約書等の作成、農地転用等の

許認可申請手続き、飲食店等営業申

請、自動車登録などがあります。

　上記の手続きなどでの相談会を次

のとおり開催いたします。

●日時10月3日（土）

　　　　9：30～15＝30

●場　所　大河原町中央公民館

●相談料　無料

●お問い合わせ先

　宮城県行政書士会

　面022－261－6768

第13回角養祭

●日時10月25日（日）9：30～14：00

●内容
・ステージ発表（体育館）

・展示発表（教室）

　そのほか、即売コーナー、遊びの

コーナー、VTRコーナーなど
●お問い合わせ先

　宮城県立角田養護学校

　雷0224－63－2555

宮城県最低賃金

日　額　4　811円
時間額　　　602円

　　平成10年10月1日発効

宮城労働基準局・各労働基準監督署
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　このほど「いきいきプラザ」に作陶・絵画併せて100点余りを展示したのは、

市内福岡八宮大網在住でポルトガル生まれのジョゼ・ファロンバさんです。日本

の文化につながる伝統的な仕事がしたく1972年に来日、北海道から九州まで日本

全国を飛び回り、出合ったのが栃木県益子町での作陶でした。そこで日本の作陶

の伝統を学び、これまで国際芸術展「金賞」を初め数々の賞を受賞してきました。

妻敦子さんも陶芸が好きで益子町を訪れた際にお二人は知り合ったとか。敦子さ

　んが白石に縁があり、また大網地区の穏やかな自然のたたずまいとかやぶき屋根

：：研職題欝らした益子町から5年前、庶．琶

　白石の印象は？「水と空気がおいしいです邉
ね特に米は最高ですよ・」　　　，鵡辱滋

　趣味は？「草花などの絵を書くことかな。」

　抱負をお聞かせください・「焼き物につい　　　…、驚撫
　て、一般の人にでも興味を持ってもらえるよ　　　　　搾　　恥

　うなイベント、例えば、市内の小学生を相手　　　　』、　一
に校庭で野焼きを教えてあげたいです。また、、　鑑醜

　外国の子供が白石にホームステイをしたときi。　　　鍵　ヲ

など・西洋と日本の文化の違いを教えた鳥㌔　，7ん郷 1ヤ

暢な日本語で話してくれました。
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　史朗さん、恵塾さんご夫婦の長女
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人権擁護

行　　政

税　　務

生　　活

社会保険
消費生活
補聴器巡回

サービス

無料法律
身体障害者

年少主
目

農　　家
母子・寡婦

家庭児童

15

15

15

15

5・26
15

毎週月・水・金

リオン8・22

ニホン　30

15

9
毎週月・火・木・金

9
8

毎週月・火・木・金

I
I
I
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翠

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～12：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13二〇〇～14：00

10：00～11：30

10二〇〇～15：00

10＝00～15：00

9：00～17：00

10：00～12；00

9：00～16：00

8：30～16：00

市の木

ブ　　ナ

市の花

ヤマブキ
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第2会議室　④2

第2会議室　⑳2

第2会議室　④2

第2会議室　④2
生活環境課内　⑲1

第3会議室　⑳3
生活環境課内　＠1

東側和室　　⑲1

第4会議室　⑲4

第3会議室　⑳3
青少年相談センター⑳4

農林振興センター

総合福祉センター

総合福祉センター

市の鳥

ウグイス
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